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１．研究の背景と目的

2018年より法政大学デザイン工学部で開講している都市解読方法特論「東京発掘プ

ロジェクト」では、東京の足元に眠っている暗渠（かつての水路や川）や埋められた

掘割を発見（発掘）し、仮想的に現代都市空間に組み込むことで、「水の都」とも称

された東京のオルタナティブな未来像を提案する試みを続けてきた。

2023年度は千代田区地域振興部が選出した「令和５年度千代田学事業」の一環とし

て、「まちを博物館に！～千代田レジェンド・リノベーション」を表題に掲げ、半年

間の研究活動を行った。本冊子はその「作品集」である。

東京・千代田区の地下にも歴史的遺構（レジェンド）が数多く眠っている。例えば

江戸城城壁や見附跡、そして川や運河など水路の遺物などである。そうした遺構を見

つけ出し、仮想的に再生（リノベーション）させることで、千代田学のテーマのひと

つ「ウォーカブルなまちづくり」に寄与する提案を目指すこととした。

２．活動内容

歴史的遺構（レジェンド）を見つけ出すための基礎的研究として、江戸時代に描か

れた図版や絵図、そして明治期以降に製作された古地図を参照した。遺構を再生（リ

ノベーション）させる意義については賛否両論あったが、懐古趣味に留まることなく、

地域資源として積極的に位置づけ、まち自体を博物館に見立てることでウォーカブル

なまちづくりを目指す手法のひとつとして有効であろうと結論づけた。さらに水路や

堀の復活は、非常時の輸送路確保など防災面でも有効性であり、未来志向な方向性を

確認した。

現地調査を4回実施し、机上では得られない情報を収集し、研究を深度化させるモ

チベーションに繋がった。2024年1月20日には法政大学市ヶ谷田町校舎にて、成果発

表会を公開で行い、学生以外に一般からも６０名を越える参加者があった。「水辺が

あれば広場のように人が集まり、新たなパブリックスペースの創出になる」、「新名

所はオーバーツーリズム対策としても有効」、「このような取組を千代田区以外でも

行ってほしい」などの意見が寄せられた。

研究の成果をきっかけに、ウォーカブルなまちづくりへの関心が高まり、自分たち

の町の将来像を議論するムーブメントになることを願う。この取組みは産学官の連携

によって、実践的な活動を触発する起爆剤になり得ると確信している。

東京発掘プロジェクト２０２３

「千代田レジェンド・リノベーション」とは？

2023年3月 研究代表者 皆川典久
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溜池の再生 福田美里（23U1139）

藤本葉月（23U1142）

小瀬木駿（23U1118）

参謀本部五千分一東京図測量原図（明治17年）をカシミール３Dで加工
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■地域調査

■地域調査　結果
地域調査から浮き上がってきた３つの課題点

東京にかつて存在した風景を取り戻すことで
これらを解決することはできないだろうか

提案
都市の文脈から水辺を再生させることで

新たな人の居場所を創り出す

まず、千代田区の水辺の調査として、永田町から虎ノ門にかけて歩いていった。そして、そうした調査のなかで私たちは、
＂地図上では見えない街の様々な特徴や活動＂を発見することができた。

濠との関係の薄さ

人の居場所の少なさ

景色の単調さ
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■ෑ地
られたཷ஑が͋った場࡞తに޻に、人ظ代ॳ࣌ށߐ
所で͋る、ཷ஑ࢁԦをෑ地にબఆした。
代の地図をॏͶることで、かつて͋ったݱ地図とݹ
֎ງとཷ஑のҐஔの調査をߦった。ݱ在、঎ધࡾҪ
のຊࣾとなっている虎ノ門μΠϏϧと、虎ノ門ࡾҪ
Ϗϧがݐっているܗ֯ࡾのෑ地に、࣌ށߐ代の֎ງ
とཷ஑の水辺の風景を再ฤする。
ੲΊ͙りࠓށߐɿେߟࢀ ੲϚοϓ�PO�UIF�XFCʯࠓ図ӾཡαΠτʮܗ地ྻܥ࣌�

ɾʮཷ஑ʯの༝དྷ
ཱྀྲ。の஑ʮཷ஑ʯޱに଄られた人ظ代ॳ࣌ށߐ ஑はࣚཹ઒上ྲྀのਗ਼水୩と、
ଠ౛ચ઒をせきࢭΊて࡞られた。ਗ਼水୩とେ౛ચ઒は೔ൺ୩ೖߐにྲྀれ
௕ܚ、がຒΊཱてられߐから೔ൺ୩ೖࠒ೥ݩΜで͓り、文࿣ࠐ ��೥ࠒ
には֎ງとと΋に、�つのՏ઒のՏޱ෇ۙにԃをஙきཷ஑となった。
ɾʮࢁԦʯの༝དྷ
永田町に͋るʮ೔ࢬਆࣾʯが࣌ށߐ代にʮࢁԦݱݖʯとݺ͹れていたこ
とに༝དྷしている。ࢁԦݱݖはՈ߁がށߐを創るલから͋り、地域にେ
੾にされていたਆࣾで͋る。���� ೥のେՐのޙ、੺ཷࡔ஑ࡍদฏ஧๪
の԰ෑ੻に再ݐされݱ在にࢸっている。

■ཷ஑ࢁԦのྺ࢙

▲唯一の名残である溜池の石垣
今回の敷地として選定した、虎ノ門三井ビルディング前の公開空地に残
されている。石垣の歴史が記された案内板が設けられているが、歩行者
がこの場所を通り過ぎる際、溜池の遺構について意識することはほとん
どないと感じる。
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ࡔ所ඦ景の虎ノ門֎͋;ͻ໊ށߐ
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高

低

虎ノ門金刀比羅宮

6車線道路

オフィスビル
オフィスビル

歩道橋
ɾ特徴 ��ɿ人々のྲྀれɾ特徴 ��ɿ人々のྲྀれ

ɾ特徴 ��ɿෑ地のߴ௿ࠩとそのར༻ɾ特徴 ��ɿෑ地のߴ௿ࠩとそのར༻ɾ特徴 ��ɿෑ地のߴ௿ࠩとそのར༻ɾ特徴 ��ɿෑ地のߴ௿ࠩとそのར༻ɾ特徴 ��ɿෑ地のߴ௿ࠩとそのར༻ɾ特徴 ��ɿෑ地のߴ௿ࠩとそのར༻ɾ特徴 ��ɿෑ地のߴ௿ࠩとそのར༻

Ϗϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩがෑ地をԣஅしてϏϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩがෑ地をԣஅしてϏϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩがෑ地をԣஅしてϏϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩがෑ地をԣஅしてϏϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩがෑ地をԣஅして
いる。また、地Լにはறं場が੔උされて͓り、いる。また、地Լにはறं場が੔උされて͓り、いる。また、地Լにはறं場が੔උされて͓り、いる。また、地Լにはறं場が੔උされて͓り、いる。また、地Լにはறं場が੔උされて͓り、いる。また、地Լにはறं場が੔උされて͓り、いる。また、地Լにはறं場が੔උされて͓り、
歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰歩ऀߦが௨りൈけるϧʔτになっている。ன໷໰
Θずଟ͘の人々が歩いている。Θずଟ͘の人々が歩いている。Θずଟ͘の人々が歩いている。Θずଟ͘の人々が歩いている。

ෑ地のೆଆから๺ଆにかけてࣼ܏が͋る。虎ノ門ෑ地のೆଆから๺ଆにかけてࣼ܏が͋る。虎ノ門ෑ地のೆଆから๺ଆにかけてࣼ܏が͋る。虎ノ門ෑ地のೆଆから๺ଆにかけてࣼ܏が͋る。虎ノ門ෑ地のೆଆから๺ଆにかけてࣼ܏が͋る。虎ノ門
ҪϏϧのΤϯτϥϯεલがಓ࿏Αり௿͘なってࡾҪϏϧのΤϯτϥϯεલがಓ࿏Αり௿͘なってࡾҪϏϧのΤϯτϥϯεલがಓ࿏Αり௿͘なってࡾҪϏϧのΤϯτϥϯεલがಓ࿏Αり௿͘なってࡾҪϏϧのΤϯτϥϯεલがಓ࿏Αり௿͘なってࡾҪϏϧのΤϯτϥϯεલがಓ࿏Αり௿͘なってࡾҪϏϧのΤϯτϥϯεલがಓ࿏Αり௿͘なってࡾ
いるのにରし、Ϗϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩはいるのにରし、Ϗϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩはいるのにରし、Ϗϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩはいるのにରし、Ϗϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩはいるのにରし、Ϗϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩはいるのにରし、Ϗϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩはいるのにରし、Ϗϧಉ࢜をつな͙歩ऀߦσοΩは
෬が͋るので少し௨ってΈたى。なっている͘ߴ෬が͋るので少し௨ってΈたى。なっている͘ߴ෬が͋るので少し௨ってΈたى。なっている͘ߴ෬が͋るので少し௨ってΈたى。なっている͘ߴ෬が͋るので少し௨ってΈたى。なっている͘ߴ෬が͋るので少し௨ってΈたى。なっている͘ߴ෬が͋るので少し௨ってΈたى。なっている͘ߴ
͘なるೖޱがઃけられている。͘なるೖޱがઃけられている。͘なるೖޱがઃけられている。͘なるೖޱがઃけられている。͘なるೖޱがઃけられている。

■ෑ地の特徴
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虎ノ門金刀比羅宮

6車線道路

オフィスビル
オフィスビル

歩道橋

オープンスペースを歩道橋が繋いでいる

ɾ特徴３ɿΦʔϓϯεϖʔεのೝࣝɾ特徴３ɿΦʔϓϯεϖʔεのೝࣝɾ特徴３ɿΦʔϓϯεϖʔεのೝࣝɾ特徴３ɿΦʔϓϯεϖʔεのೝࣝ
σοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾσοΩがΦʔϓϯεϖʔεとしてऀߦのෑ地のதԝや歩ܗ֯ࡾ
ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。ެ։されて͓り、Ұ෦は྘がໜっていて、景؍が଄られている。
Πϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしまΠϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしまΠϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしまΠϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしまΠϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしまΠϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしまΠϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしまΠϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしまΠϧϛωʔγϣϯ౳΋ࢪされ、ΧϑΣɾϏϧのར༻ऀをָしま
せている。しかしながら、ར༻ऀҎ֎の歩ऀߦはここをΦʔϓせている。しかしながら、ར༻ऀҎ֎の歩ऀߦはここをΦʔϓせている。しかしながら、ར༻ऀҎ֎の歩ऀߦはここをΦʔϓせている。しかしながら、ར༻ऀҎ֎の歩ऀߦはここをΦʔϓせている。しかしながら、ར༻ऀҎ֎の歩ऀߦはここをΦʔϓせている。しかしながら、ར༻ऀҎ֎の歩ऀߦはここをΦʔϓせている。しかしながら、ར༻ऀҎ֎の歩ऀߦはここをΦʔϓせている。しかしながら、ར༻ऀҎ֎の歩ऀߦはここをΦʔϓ
ϯεϖʔεとして͘つろ͛るۭؒとはೝࣝしていない。ϯεϖʔεとして͘つろ͛るۭؒとはೝࣝしていない。ϯεϖʔεとして͘つろ͛るۭؒとはೝࣝしていない。ϯεϖʔεとして͘つろ͛るۭؒとはೝࣝしていない。ϯεϖʔεとして͘つろ͛るۭؒとはೝࣝしていない。ϯεϖʔεとして͘つろ͛るۭؒとはೝࣝしていない。

■ෑ地の特徴
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σοΩにઃけた؇やかな֊ஈは、水とのڑ཭をۙͮけ、人々がࢥいࢥいにա͝すࣄができる。
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浮ੈֆで見られたΑうな上りࡔとୌの景色をݱ代の風景として再ฤする。
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ฏ໘ਤɹ

ਫลの্に設けたデοΩは、࣌ށߐ୅の֎ງのઢをߟࢀに、
虎ノ門三井ビルのԼをத৺に޿がͬている。େ͖さのҟなるデο
Ω΍、ࡉ΍͔なϨϕルࠩにΑͬてਓʑのた·り場を࡞り、ΧϑΣ
౳の഑ஔにΑͬて、ਓのަྲྀ΍ίϛϡχςィܗ੒をଅす。

■ఏҊ　Ϗϧをݮஙし、࿈ଓతな਌水ۭؒをつ͘る

Ϗϧの௿૚෦をݮஙし、水辺とਧきൈけ
をઃけ、େ୾にΦʔϓϯεϖʔεとして
解์することで景؍に新઱さを༩えると
と΋に、人々のܜいの場となる。

ೖޱをσοΩ಺෦に഑ஔすることで、
Φʔϓϯεϖʔεとしてだけでな͘、Ϗ
ϧのΤϯτϥϯεとしての໾ׂを࣋たせ
る。Ϗϧར༻ऀɾΧϑΣのར༻ऀɾ歩ߦ
ऀなͲ様々な人をݺͼࠐΉ。

浮ੈֆで見られたΑうな上りࡔとୌの景色をݱ代の風景として再ฤする。
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通り抜け

たまり場

ビルへの動線

ฏ໘ਤɹ

վங前にあͬた通りൈけのಈઢはվஙޙ΋֬อし、Αりշదに、Αりؾ
෼Α͘過ͤ͝る空ؒをఏڙする。ΧϑΣの഑ஔ΍、ビルೖޱをデοΩத
ԝに設ஔすることで、ビルΤンτϥンεとしての໾ׂと、֗のた·り場
としてのػೳをՌす。

■いきいきした水辺のಓ
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ϏϧにઃけたਧきൈけにΑって人々のࢹઢがަࠩし、ཱମతなに͗Θいを生Ή。
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ࡔ所ඦ景の虎ノ門֎͋;ͻ໊ށߐ代൛ݱ
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水道の更新‐溜池山王・赤坂見附 徐志敏（23U1130）

参謀本部五千分一東京図測量原図（明治17年）をカシミール３Dで加工
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水水道道のの更更新新————溜溜池池山山王王、、赤赤坂坂見見附附

23U1130 徐志敏

 溜池山王という地名は存在しませんが、
溜池の地名はかつて存在していました。
由来は、江戸時代初期にこの地に作ら
れた人工の池「溜池」にあります。
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図1：「名所江戸百景」
図2：「東都名所づくし之内 葵阪之図」
図3：「江戸名所図会」

溜溜池池山山王王のの歴歴史史

 赤坂見附から虎ノ門に至る｢外堀通り｣は、かつては、｢溜池｣とよぶ、外堀兼用の上水源でし
た。
 長さ1.4km、幅45m～190mといった大きさで、かなり細長い池でひょうたん池とも呼ばれてい
ました。
 溜池は、この辺りを流れていた汐留川上流の清水谷(紀尾井町のあたり)と、太刀洗川をせき
止め作られました。
 下の浮世絵を見ればわかるように、溜池には大きな高低差がある。同時に、豊かな水系がこ
の地域の急速な発展につながった。

図1 図2 図3
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溜溜池池山山王王水水道道のの現現状状

 江戸城は内堀と外堀の二つのお堀に守られていました。内堀は現在
とほぼ変わらないものですが、外堀は埋め立てによって溜池山王や
鍛冶橋といった名前を残すのみの場所も多くあります。現在の市ヶ
谷ー四ツ谷ー赤坂見附ー溜池山王ー内幸町…と続く外堀の水路です。

衰衰退退
··宝永4年(1707年)と
享保年間(1716～1736
年)、その一部が埋立
てられました。

廃廃棄棄
··明治8年頃(1875年)から本
格的に埋立てが始まり、 
地形そのものは、溜池の状
態をほぼ正確に留めている。

江戸切絵図外桜田永田町絵図

形形成成
··慶長11年(1606)に完成したこの巨
大なダム池は、浅野幸長によって造
られた。江戸初期の上水（飲料水）
と防衛上の外濠を兼ねて造られた。
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Ⅰ国会議事堂 Ⅱ日枝神社 Ⅳ首相官邸Ⅲ溜池山王駅 Ⅴ赤坂見附駅

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

現現状状分分析析

この設計の敷地
は山王パークタ
ワーの周辺にあ
り、北側は神社
区域、西側と南
側は商業区域、
東側は政治区域
に囲まれている。

経営区域
政治区域
宗教区域
設計区域
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提案1
都道405号（外堀通り）

提案3
山王パークタワー前の交差点

提案2
日枝神社周辺広場

提提案案11
都都道道440055号号

（（外外堀堀通通りり））

提提案案22
日日枝枝神神社社周周辺辺広広場場

提提案案33
山山王王パパーーククタタワワーー前前のの

広広場場

対対象象地地域域
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選選定定理理由由
1、商業地区なので、近くに憩いの水辺空間がない。
2.道路に少し緑があるが、完全な生態系を形成していない。
3、広場が合理的に利用されていない。
4、八車線は広すぎるし、有効活用されていない。
目目的的
溜池水系の繁栄を再現すること。
全全般般的的なな改改造造方方法法
単体景観装置のデザインは、歴史的に抽出された遺跡の要素
と、3つの候補地に基づいた専門的な敷地設計に基づいている。

対対象象地地域域

「諸国瀧廻 東都葵ヶ岡の瀧」
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単単体体景景観観装装置置のの分分析析
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単単体体景景観観装装置置のの模模型型製製作作

人々が立ったり休んだりするのに十分なスペースがあ
り、人々の活動を十分に満足させることができる。同
時に、六角形の空間を通して、周辺の見知らぬ人々と
の良好なつながりを持つことも可能である。人々のさ
まざまな生活形態が十分に考慮されている。

模型の表現を通し
て、この景観装置
を利用する人々の
活動の機能が十分
に発揮されている。
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提提案案11  都都道道440055号号（（外外堀堀通通りり））

改改造造方方法法
1、元の8車線を6車線にし、真ん中の2車線
を水辺の景観にする。
2、遊歩道沿いの景観を整える。
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提提案案22  日日枝枝神神社社周周辺辺広広場場

改改造造方方法法
1、広場を充実させ、憩いの場を作るためのデザイン。
2、近隣神社との統合。
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提提案案22  日日枝枝神神社社周周辺辺広広場場

改改造造方方法法
1、広場を充実させ、憩いの場を作るためのデザイン。
2、近隣神社との統合。
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提提案案33  山山王王パパーーククタタワワーー前前のの交交差差点点

改改造造方方法法
1、信号の前に休憩できる場所を設計する。
2、高層オフィスタワーに休憩場所を提供する。
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鎌倉河岸における遊楽空間の再生 城島杏友 （23U1129）

白井萌々子（23U1128）

参謀本部五千分一東京図測量原図（明治17年）をカシミール３Dで加工
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鎌倉河岸における遊楽空間の再生
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ｰ敷地ｰ

神田橋

鎌倉河岸

神田橋は、当時の江戸城外郭門の1つであり、上野寛永寺や日光東照宮
へと続く御成道であった。重要な場所であったことから、明治ごろまではこ
の辺りに建造物がなく、見晴らしのよい場所となっていた。�

ਆా橋ʔח૔橋ؒ͸ח૔Տ؛ͱݴΘΕɺڕ΍੨෺౳ͷੜ઱৯඼΍໦
ͷՙ্৔ͱͳΓɺਫ্ͷަ௨ͷλʔϛφルͱ͠ࡐ΍ੴࡐ ͯ೐Θ͍ͬͯ
ͨɻ
Θ͑ͯ͘ח૔Տ؛पลʹ͸༡ֲ͕ଟ͋͘ ͬͨ ͱ͔͜Βɺށߐ༡ֲൃ঵
ͷ஍ͱ΋͞Ε͓ͯΓɺ花見や花火、月見や芝居等を船の上から楽しむ遊
興空間Ͱ͋ͬͨɻ
高౓ࡁܦ੒௕ظʹ͸オフィス֗ͱ͠ ͯ։ൃ͕ߦΘΕࡏݱ͸高૚ビル
Ε͍ͯΔɻ͞࢒͕ߏฒͿ͕ɺҰ෦Ҩͪݐ͕

鎌倉橋

鎌倉橋は、関東大震災の復興事業の一環として架けられた橋である。江
戸城を築くときに鎌倉から石材をここの河岸に陸揚げしていたことが名
前の由来となっている。
�
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◯のエリアには現在大手町川端緑道があ

るが、川とあまり関わりのない緑道空間

になっており、遺構が活用されていない

課題２　利用者の偏り

大手町という場所性から周辺にはオフィスビルが立ち並び道行く人々のほとんどが働く人々

である。加えて神田地域への来訪者特性のパーソントリップ調査において、レクリエーショ

ンや食事などの私用による来街者数が周辺地域と比較して最も少ないとの結果が出ている。

課題３　河川との断絶感

水面と歩道の高低差が４～５ｍ

ほどある為、人と川が断絶され

た印象を受ける。

課題１　緑道の活用

このように江戸時代には船の上から花火、花、芝居を楽

しむなど、船と文化が密接に関係していた。その後陸上

交通が発達したことで忘れ去られ、むしろ縮小・制御さ

れてきた水上空間であるが、過去を顧みると人々の心的

環境に大きな影響を及ぼすことのできる空間となるので

はないかと考え、当時の遊楽空間を現代に合った形で水

上に再生することを提案する。

* 前提条件 *

数十年後の鎌倉河岸を想定している本提案の前提条件とし

て以下を設定した。

１，河川、また本敷地内においてそれぞれ浄化・循環設備

が整っており、水質は人が入水できる程度であること。

２，敷地上部を走る高速道路が撤去されいること。（現在、

実際に日本橋区間地下化事業により 2040 年に撤去され

る計画がある）

近世において、盛り場、演劇空間（芝居
小屋）、遊興空間（遊郭、岡場所）、行
楽空間（名所）など、レジャーやレクリ
エーションのための空間を遊楽空間と総
称する。このような空間は人々が普段暮
らす場所とは一線を画し、異世界性、非
日常性を持っていた。それと同時にこう
いった空間に入ることで人々は気持ちを
切り替え、様々な情緒を楽しんでいた。 

広重「名所江戸百景　両国花火」

鳥居　清長画「角田川月見船」

落合芳幾「隅田川花の賑わい」

江戸時代の遊楽空間

ｰ背景 ・ 課題点ｰ

延一　「美人隅田川花見の図」

課題点
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ｰ提案 ・ 配置図ｰ

1. 公園

3. 水上公園

5. 浮島

7. コテージ

6. カフェ

2. マーケット

4. ミュージアムショップ

8. 美術館
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ｰ提案ｰ

3. 水上公園　～水陸共存の交流場～ 4. ミュージアムショップ

2. マーケット　～水と接する緑道空間～1. 公園　～遠景を堪能する～

道路側からアクセス

でき、滞在性の高い

公園。多くの人の休

憩場所となる。

物流のハブであった

この地を現代に復

元。通り過ぎる人、

買い物をする人、物

を売る人が行き来す

ることで新たな活気

が生まれる。また、

市場を設けることで

様々な人が目的を持

ち訪れる場となる。

船に乗らずにアクセ

スでき、水上からも

陸上からも参加でき

るイベントを開くこ

とができる。

公園から繋がる

ミュージアムショッ

プ。
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ｰ提案ｰ

６. カフェ ７. コテージ　～水上生活体験～

８. 美術館　～これまでにない体験～

５．浮島でまったり

船でめぐる美術館、内

部では船を停めて降り

立ち美術品に近づいて

鑑賞できる。

船で行くカフェ＆

バー。あえて個室の

みにすることで特別

感を演出。

水上に泊まるコテージ。船だけで

生活するここでしかできない体験

を提供。

１から８まで段階的に水と近くなっていくアクティビティを通して、忘れ去
られていた水辺空間が新たな風を通し再び人々が行き交う遊楽空間としての
水辺となる。

ー今後の鎌倉河岸ー
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